
日
本
遺
産

会
津
三
十
三
観
音
札
所
石
田
明
夫
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平
成
28
年
4
月
日
本
遺
産
認
定
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三
十
三
観
音
札
所
と
御
詠
歌

一
番

大
木
・
・
・
・
・
・
・
・
6

二
番

松
野
・
・
・
・
・
・
・
・
6

三
番

綾
金
・
・
・
・
・
・
・
・
6

四
番

高
吉
・
・
・
・
・
・
・
・
7

五
番

熱
塩
・
・
・
・
・
・
・
・
7

六
番

勝
・
・
・
・
・
・
・
・
・
7

七
番

熊
倉
・
・
・
・
・
・
・
・
8

八
番

竹
屋
・
・
・
・
・
・
・
・
8

九
番

遠
田
・
・
・
・
・
・
・
・
8

十
番

勝
常
・
・
・
・
・
・
・
・
9

十
一
番

束
原
・
・
・
・
・
・
・
・
9

十
二
番

田
村
山
・
・
・
・
・
・
・
9

十
三
番

舘
・
・
・
・
・
・
・
・
・
10

十
四
番

下
荒
井
・
・
・
・
・
・
・
10

十
五
番

高
瀬
・
・
・
・
・
・
・
・
10

十
六
番

平
沢
・
・
・
・
・
・
・
・
11

十
七
番

中
ノ
明
・
・
・
・

・
・

11

十
八
番

滝
沢
・
・
・
・
・
・
・
・
11

十
九
番

石
塚
・
・
・
・
・
・
・
12

二
十
番

御
山
・
・
・
・
・
・
・
12

二
十
一
番

左
下
り
・
・
・
・
・
・
12

二
十
二
番

相
川
・
・
・
・
・
・
・
13

二
十
三
番

高
倉
・
・
・
・
・
・
・
13

二
十
四
番

関
山
・
・
・
・
・
・
・
13

二
十
五
番

領
家
・
・
・
・
・
・
・
14

二
十
六
番

富
岡
・
・
・
・
・
・
・
14

二
十
七
番

大
岩
・
・
・
・
・
・
・
14

二
十
八
番

高
田
・
・
・
・
・
・
・
15

番
外
一

浮
身
・
・
・
・
・
・
・
15

二
十
九
番

雀
林
・
・
・
・
・
・
・
15

三
十
番

中
田
・
・
・
・
・
・
・
16

三
十
一
番

塔
寺
・
・
・
・
・
・
・
16

三
十
二
番

青
津
・
・
・
・
・
・
・
16

三
十
三
番

御
池
・
・
・
・
・
・
・
17

番
外
二

柳
津
・
・
・
・
・
・
・
17

番
外
三

鳥
追
・
・
・
・
・
・
・
17

会
津
五
薬
師
と
霊
場

五
薬
師

中
央
薬
師

勝
常
・
・
・
・
・
・
・

東
の
薬
師

本
寺
・
・
・
・
・
・
・

西
の
薬
師

宇
内
・
西
山
・
・
・
・

南
の
薬
師

野
寺
・
雨
屋
・
・
・
・

北
の
薬
師

北
山
・
・
・
・
・
・
・

霊
場

会
津
大
仏
・
上
三
宮
・
・
・
・
・
・

浄
土
・
冬
木
沢
・
・
・
・
・
・
・
・

新
宮
・
熊
野
神
社
・
・
・
・
・
・
・

会
津
地
方
で
は
、
若
い
既
婚
男
性
の
飯
豊
山
講
、
中
年
男
性
の
出
羽
三
山
講
、
若
い

既
婚
女
性
の
会
津
三
十
三
観
音
講
と
い
う
歩
い
て
巡
る
「
講
中
」
が
あ
り
ま
し
た
。
一

緒
に
行
っ
た
仲
間
は
、
強
い
結
び
付
き
と
な
り
生
涯
続
き
ま
し
た
。
そ
の
他
に
、
熊
野

講
、
古
峰
ヶ
原
講
、
地
蔵
講
、
山
ノ
神
講
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。



■
会
津
を
知
る

●
会
津
地
方
の
大
き
さ
は
、
約
五

千
六
百
八
十
八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
。
愛
知
県
や
、
千
葉
県
、
和
歌

山
県
、
石
川
県
、
山
梨
県
よ
り
広

く
、
全
国
二
十
六
位
愛
媛
県
よ
り

広
い
の
で
す
。

●
会
津
地
方
の
人
口
は
、
約
二
十

七
万
四
千
人
で
す
。

●
人
口
密
度
は
、
一
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
当
た
り
、
全
国
最
下
位

の
北
海
道
が
、
約
六
八
・

六
人
。

会
津
は
、
約
五
〇
・
七
人
。
北
海

道
よ
り
人
が
住
ん
で
い
な
い
と
こ

ろ
で
す
。

●
猪
苗
代
や
会
津
若
松
市
湊
町
の

地
域
は
、
青
森
県
の
青
森
や
弘
前

と
同
じ
気
候
。
裏
磐
梯
は
、
北
海

道
の
札
幌
や
旭
川
と
同
じ
気
候
な

の
で
す
。

江
戸
時
代
、
会
津
で
は
、
独
身
の
男
性
は
飯
豊
山
、

既
婚
の
男
性
は
湯
殿
山
、
既
婚
の
婦
人
は
三
十
三
観
音

を
一
週
間
か
ら
二
週
間
か
け
て
参
拝
す
る
「
講
中
」
が

あ
り
ま
し
た
。

会
津
三
十
三
観
音
は
、
盆
地
の
平
坦
地
だ
け
に
位
置

し
て
い
る
と
は
限
ら
ず
、
左
下
り(

さ
く
だ
り)

観
音
や

大
岩(

お
お
い
わ)

観
音
は
、
山
中
に
あ
り
ま
す
。
無
住

や
人
家
か
ら
離
れ
て
い
る
観
音
堂
も
あ
り
、
車
で
行
け

な
い
所
、
駐
車
場
が
無
い
所
、
道
が
狭
い
所
、
ト
イ
レ

を
完
備
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

注
意
事
項
・
厳
守

１
服
装
は
長
袖
、
ズ
ボ
ン
が
基
本

蚊
や
蜂
、
毛
虫
の
予
防
と
日
焼
け
予
防
の
た

め
肌
を
出
さ
な
い
よ
う
に
し
、
長
袖
シ
ャ
ツ
、

長
ズ
ボ
ン
が
最
適
で
す
。

２
ク
マ
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
動
物
に
注
意

ク
マ
や
イ
ノ
シ
シ
と
の
遭
遇
も
あ
る
の
で
山

山
間
部
で
は
、
ク
マ
鈴
を
持
参
し
ま
し
ょ
う
。

３
マ
ム
シ
な
ど
の
蛇
に
注
意

蛇
も
い
る
の
で
足
元
に
注
意
し
、
素
足
は
隠

し
ま
し
ょ
う
。
も
し
も
の
時
は
救
急
車
を
呼
び

病
院
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

４
山
菜
と
キ
ノ
コ

山
菜
や
キ
ノ
コ
も
楽
し
み
で
す
。
食
べ
ら
れ

な
い
も
の
も
あ
る
の
で
、
判
別
は
自
分
で
判
断

せ
ず
専
門
家
に
鑑
定
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

５
千
社
札(

せ
ん
し
ゃ
ふ
だ)

落
書
き
禁
止

参
拝
記
念
に
貼
る
千
社
札
と
落
書
き
は
禁
止

で
す
。
塔
寺
、
雀
林
、
勝
、
左
下
り
な
ど
の
堂

は
指
定
文
化
財
で
す
。

１

注
意
す
べ
き
心
得

一
、
札
所
が
あ
る
場
所
の
現
状

磐梯山
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二
、
交
通
事
情
と
車
の
選
択

６
清
水
を
飲
む
時

山
間
部
に
は
、
清
水
も
あ
り
ま
す
が
、
ピ
ロ

リ
菌
が
い
る
の
で
注
意
し
て
飲
ん
で
く
だ
さ
い
。

７
御
朱
印
は
、
無
住
の
寺
も
あ
り
、
必
ず
も
ら
え
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。
堂
の
前
に
置
い
て
あ
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。

１
と
に
か
く
道
が
狭
い

会
津
盆
地
の
農
村
部
や
山
麓
部
、
山
間
部
に

堂
が
あ
り
、
道
は
狭
く
、
会
津
若
松
市
門
田
町

の
「
二
十
番
、
御
山
」
は
大
型
車
、
中
型
車
は

も
ち
ろ
ん
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
や
背
の
高
い
車
は

柿
の
枝
に
よ
っ
て
、
通
行
は
無
理
の
た
め
、
途

中
か
ら
徒
歩
と
な
り
ま
す
。

２
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
も
無
理
な
所
あ
り

「
御
山
」
以
外
も
、
道
が
狭
く
ま
い
た
め
、

大
型
バ
ス
で
の
移
動
は
無
理
で
、
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
か
、
十
四
人
乗
り
の
中
型
が
最
適
で
す
。

３
坂
道
も
多
い

「
二
十
一
番

左
下
り
」
と
「
二
十
七
番

大
岩
」
は
、
途
中
ま
で
行
く
こ
と
が
可
能
で
す

が
、
急
な
坂
道
の
た
め
４
Ｗ
Ｄ
車
が
最
適
で
す
。

４
案
内
は
専
門
家
同
行
で

会
津
三
十
三
観
音
は
、
た
だ
回
れ
ば
よ
い
と

い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
御
詠
歌(

ご
え

い
か)

や
創
建
の
い
わ
れ
、
自
然
や
食
の
楽
し

み
も
あ
り
ま
す
の
で
、
案
内
で
き
る
専
門
家
同

行
で
回
り
ま
し
ょ
う
。



■
堂
の
場
所
に
は
意
味
が
あ
る

毎
年
、
六
月
の
夏
至
の
日
に
は
、

会
津
若
松
市
高
野
町
上
沼
・
木
流

付
近
か
ら
東
を
見
る
と
、
磐
梯
山

の
山
頂
か
ら
日
の
出
と
な
り
ま
す
。

そ
の
場
所
に
は
、
真
言
宗
の
木
流

馬
頭
観
音
堂
が
位
置
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
夏
至
に
日
の
出
を
す
る

場
所
に
わ
ざ
わ
ざ
堂
を
建
て
て
い

る
の
で
す
。
他
に
も
、
磐
梯
町
の

慧
日
寺
や
、
中
田
観
音
か
ら
も
夏

至
の
日
に
磐
梯
山
山
頂
か
ら
日
の

出
が
見
ら
れ
ま
す
。
早
起
き
し
て

見
て
く
だ
さ
い
。

御
利
益
間
違
い
な
し
。

大
岩
観
音
や
左
下
り
観
音
は
大

き
な
霊
験
の
あ
る
岩
が
あ
り
ま
す
。

パ
ワ
ー
を
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

会
津
三
十
三
観
音
札
所
に
参
拝
す
る
際
に
は
、

１
、
身
な
り
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

服
装
が
整
っ
て
い
な
い
と
迷
い
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
願
い
も
か
な
い
ま
せ
ん
。

２
、
手
を
洗
い
、
口
を
注
ぎ
ま
し
ょ
う

水
が
無
い
と
き
は
、
で
き
る
だ
け
口
の
中
も
き
れ

い
に
し
ま
し
ょ
う
。

飲
酒
を
伴
っ
て
の
参
拝
は
、
御
利
益
が
あ
り
ま
せ

ん
。

３
、
お
賽
銭
を
入
れ
ま
す
。

御
縁(
円)
が
あ
る
よ
う
に
と
五
円
や
始
終(

四
十)

五
円
が
あ
る
よ
う
に
と
入
れ
ま
す
。
十
円
は
縁
が

遠(

十)

く
な
る
く
の
で
入
れ
ま
せ
ん
。

４
、
ワ
ニ
口
が
あ
れ
ば
、
た
た
き
ま
し
ょ
う
。

５
、
手
を
合
わ
せ
合
掌
し
ま
し
ょ
う
。

６
、
頭
を
下
げ
て
礼
を
し
ま
し
ょ
う

７
、
日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち
を
唱
え
ま
し
ょ
う
。

２

参
拝
の
作
法
と
楽
し
み
方

一
、
参
拝
の
作
法

磐梯山
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二
、
札
所
巡
礼
の
楽
し
み
方

境
内
に
は
、
古
い
も
の
で
は
、
指
定
文
化
財
と

な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
指
定
さ
れ
て
い

る
も
の
は
、
看
板
が
あ
り
ま
す
の
で
説
明
書
を
読

み
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
自
然
豊
か
な
境
内
に
は
、
大
木
や
古
木
、

池
、
築
山
が
あ
り
植
物
や
四
季
の
花
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
石
仏
や
石
碑
、
有
名
な
人
の
墓
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ゆ
っ
く
り
と
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

日
本
に
仏
教
が
伝
来
し
た
の
は
、
『
元
興
寺

(

が
ん
ご
う
じ)

縁
起
』
な
ど
で
は
宣
化(

せ
ん
か)

三
年(

五
三
八
年)

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
会
津
に

仏
教
が
伝
来
し
た
の
は
、
『
会
津
旧
事
雑
考
』
に

よ
る
と
欽
明(

き
ん
め
い)

元
年(

五
四
〇
年)

に
中

国
、
梁
国
の
青
巌(

せ
い
が
ん)

が
、
会
津
に
来
て
高
寺

山
と
笹
山
（会
津
若
松
市
湊
町
）に
一
宇
を
営
み
仏

教
を
布
教
し
た
と
い
う
。
し
か
し
、
確
証
は
あ
り

ま
せ
ん
。

奈
良
の
法
相(

ほ
っ
そ
う)

宗
の
僧
徳
一
（
と
く

い
つ
）
は
、
藤
原
仲
麻
呂
（
恵
美
押
勝
）
の
四
男

か
六
男
と
も
い
わ
れ
、
東
大
寺
で
は
師
の
修
円
か

ら
学
び
「
東
大
寺
徳
一
（
得
一
）
」
が
、
会
津
に

仏
教
を
根
付
か
せ
ま
し
た
。
徳
一
が
会
津
で
最
初

に
開
い
た
寺
は
、
慧
日
寺
の
草
庵
か
勝
常
寺
で
す
。

奈
良
時
代
、
平
地
の
寺
院
と
山
岳
寺
院
の
関
係

は
、
興
福
寺
が
平
地
寺
院
で
山
岳
寺
院
が
室
生
寺
、

法
隆
寺
が
平
地
寺
院
で
山
岳
寺
院
が
福
貴
山
寺
の

よ
う
に
セ
ッ
ト
関
係
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

勝
常
寺
が
平
地
寺
院
で
、
奈
良
の
薬
師
寺(

法

相
宗)

と
同
じ
伽
藍(

が
ら
ん)

配
置
で
、
三
重
の

塔
が
東
西
に
あ
り
ま
し
た
。

慧
日
寺(

え
に
ち
じ)

が
、
そ
の
後
整
備
さ
れ
た

山
岳
寺
院
で
、
奈
良
で
は
室
生
寺
や
福
貴
山
寺
、

比
蘇
寺
に
あ
た
り
ま
す
。

モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
、
虫
や
、
蝶
、
ト
ン
ボ
の
生

物
、
鯉
な
ど
の
魚
も
い
ま
す
の
で
、
自
然
観
察
に

は
良
い
場
所
と
な
り
ま
す
。

３

会
津
仏
教
の
始
ま
り



■
西
国
三
十
三
所
・
三
十
三

番
華
厳
寺
と
高
田
福
生
寺

西
国
三
十
三
所
、
満
願
と
な

る
三
十
三
番
、
美
濃
国
谷
汲
山

華
厳
寺
と
会
津
美
里
町
の
冨
岡

は
深
い
関
係
が
あ
り
ま
す
。

平
安
時
代
初
期
に
会
津
郡
主

だ
っ
た
大
口
大
領(

お
お
ぐ
ち

だ
い
り
ょ
う
・
大
領
と
は
郡
主

の
こ
と
）
は
、
京
都
で
仏
像
を

作
っ
て
も
ら
い
帰
る
時
、
美
濃

国
の
谷
汲
で
動
か
な
く
な
っ
た

と
い
い
ま
す
。
そ
し
て
、
延
暦

十
七
年(

七
九
八)

に
華
厳
寺
を

建
て
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
で
も
檀
徒
総
代
は
三
〇
代

目
と
な
る
「
大
口
和
彦
」
さ
ん

で
、
山
門
前
の
一
番
良
い
所
で

蕎
麦
屋
「
富
岡
屋
」
を
し
て
い

ま
す
。

全
国
で
は
、
西
国
三
十
三
所
巡
礼
、
四
国
八
十
八
所

巡
礼
が
良
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
西
国
三
十
三
所
巡
礼

は
、
永
延(

え
い
え
ん)

二
年(

九
八
八)

に
花
山
天
皇
が

熊
野
権
現
の
お
告
げ
に
よ
り
、
仏
眼
上
人
を
先
達
と
し

て
三
十
三
所
の
観
音
霊
場
巡
っ
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
紀
州
国
那
智
山
青
岸
渡
寺(

せ
い
が
ん
と

じ)
が
一
番
で
、
美
濃
国
谷
汲
山
華
厳
寺(

た
に
く
み
ざ

ん
け
ご
ん
じ)

が
三
十
三
番
と
な
っ
て
い
ま
す
。
四
国
八

十
八
所
巡
礼
は
、
空
海
ゆ
か
り
の
地
を
巡
礼
す
る
も
の

で
江
戸
時
代
初
め
に
盛
ん
と
な
り
ま
す
が
、
今
の
よ
う

に
八
十
八
所
を
回
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
寛
永
十
五
年

（
一
六
三
八
年)
か
ら
と
な
り
ま
す
。

４

札
所
巡
礼
の
始
ま
り

一
、
西
国
三
十
三
所
の
始
ま
り
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二
、
会
津
三
十
三
所
の
始
ま
り

「
郷
村
三
十
三
番
巡
礼
観
音
」
と
呼
ば
れ
、
『
会
津

鑑
』
に
「
三
十
二
番
」
青
津
観
音
は
、
慶
長
十
六
年

（
一
六
一
一
）
の
慶
長
会
津
大
地
震
で
倒
壊
し
、
青
木

か
ら
移
し
た
た
め
青
津
観
音
に
な
っ
た
と
あ
り
、
元
は

青
木
観
音
で
あ
り
、
御
詠
歌
中
に
「
青
木
」
と
詠
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
一
六
一
〇
年
前
後
の
蒲
生
秀

行
・
忠
郷
時
代
に
は
成
立
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。寛

永
二
十
年(

一
六
四
三)

に
保
科
正
之(

ほ
し
な
ま

さ
ゆ
き)

が
会
津
入
る
と
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た

よ
う
で
す
。
寛
文
五
年(

一
六
六
五)

の
『
会
津
寺
院
縁

起
』
法
用
寺
の
項
に
「
会
津
三
十
三
番
巡
礼
」
と
し
て

御
詠
歌
が
載
っ
て
い
ま
す
。
寛
文
六
年(

一
六
六
六)

九

月
二
十
一
日
『
家
世
実
紀
』
に
は
、
は
や
り
過
ぎ
た
の

で
領
内
巡
礼
の
停
止
を
命
じ
る
ほ
ど
、
盛
ん
に
巡
礼
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

観
世
音
に
は
、
「
観
音
さ
ま
」
と
い
わ
れ
、
阿
弥

陀
如
来
の
化
身
と
さ
れ
、
こ
の
世
を
救
う
菩
薩
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

観
音
に
は
、
六
観
音
、
七
観
音
、
三
十
三
観
音
と

い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
会
津
の
三
十
三
観
音
は
、
三

十
三
種
類
の
観
音
を
巡
礼
す
る
も
の
で
は
な
く
、
三

十
三
か
所
の
観
音
堂
を
参
拝
す
る
も
の
で
す
。

会
津
三
十
三
観
音
の
種
類
は
六
観
音

聖(

し
ょ
う)

観
音

慈
悲
が
あ
り
餓
鬼
を
救
う
観

音
で
通
常
は
こ
の
観
音
を
さ
し
ま
す
。

千
手(

せ
ん
じ
ゅ)

観
音

千
の
手
、
千
の
眼
で
慈

悲
と
地
獄
か
ら
救
う
観
音
。

十
一
面
観
音

十
一
の
顔
を
持
つ
観
音
で
、
正
面

が
慈
悲
慈
愛
、
左
は
怒
り
、
右
は
牙(

き
ば)

、

後
ろ
は
大
笑
い
を
表
し
ま
す
。

如
意
輪(

に
ょ
い
り
ん)

観
音

す
べ
て
の
生
き
物

を
救
い
延
命
さ
せ
る
観
音
で
、
悪
を
去
ら
せ
、

金
銀
を
生
む
観
音
で
も
あ
り
、
片
膝
を
立
て
て

い
る
こ
と
か
ら
当
時
の
安
産
と
さ
れ
た
座
産
の

姿
に
似
て
い
た
の
で
安
産
信
仰
が
あ
り
ま
す
。

准
胝(

じ
ゅ
ん
て
い)

観
音

災
難
除
け
、
延
命
、

持
病
を
治
す
観
音
で
、
人
の
道
を
救
う
。

馬
頭
（
ば
と
う
）
観
音

動
物
を
救
う
観
音
で
、

馬
の
よ
う
に
悪
を
打
ち
伏
せ
る
観
音
で
、
頭
に

馬
を
乗
せ
て
い
ま
す
。

七
観
音
の
場
合

七
観
音
は
、
錫
杖
や
蓮
華
を
持
つ
不
空
羂
索(

ふ

く
う
け
ん
さ
く)

観
音
を
加
え
ま
す
。
子
安
観
音
は
、

子
ど
も
抱
く
観
音
で
、
マ
リ
ア
像
が
変
化
し
た
観
音

と
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

５

観
音
像
の
違
い


